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論 文 内 容 要 旨
私 た ちは本 邦で初 め て とな る精神病発症危険群(以 下ARMS群;At--RiskMentalState)の
専 門臨床 サー ビスの施行 を 目指 し,予 備研究:宮 城県 の全精 神科医を対象 と した早期精 神病に関
す るア ンケ ー ト調 査 を施 行 した 。 その 後,ARMS群 を発 見 す るた め の評 価 尺 度CAARMS
(ComprehensiveAssessmentofAtRiskMentalStates)の 日本語 版(CAARMS-J)を 作
成,そ の診 断 基準 を もとに,ARMS群 の専 門外来 「こころの リスク外 来」 を東北 大学病 院精神
科に開設,研 究IlARMS群 の臨床 的経過追跡研 究 を施 行 した。
【研 究 方 法 】
予備研究=宮 城県 内 の全精神科 医226人 を対象 に郵送 に よるア ンケー ト調査 を施行。 内容は精
神病 の診 断,精 神病 の前駆状 態の診断 や治 療,ARMS群 の概念 や予 防 に関 す る もので あ った。
研 究1=同 外来でCAARMS-Jを 使用 した面接 の結果ARMSと 診断 され治療 に同意 された方が,
臨床的経過追跡 研究 の対象 とな った。追跡期間 中は独 自のガイ ドライ ンに沿 った治療 介入が行わ
れ,6ヶ 月 経過 時 点 で,精 神病発症 率 な どが算 出 され た。 また専 門外 来 での デ ー タを もとに,
CAARMS-Jの 信頼性,妥 当性 が検討 され た。CAARMS-Jの 評価者 間信頼性 の検討 では,三 人
の評価者 のCAARMS-J採 点 について級 内相関係 数 が,ARMS診 断の一致 度 につ いて κ値が計
算 され た。 構成概 念的妥 当性の検討 では,CAARMS-Jの 基準 によ って分 け られた3つ の診 断群
間で,PANSS陽 性症状,陰 性症 状,一 般 精神病理 得点,Huberの 基底症状 得点 の差 を統計的に
検討 した。併 存的妥 当性の検討 では,CAARMS-JとPANSS項 目間の得点 の相関 が統 計的に調
べ られ た。 予測的妥 当性の検討 では,経 過追跡研究 に おける6ヶ 月精神 病発症率,抗 精 神病薬処
方率 な どが,海 外 の先行 研究結果 と比較 された。
【研 究 結 果 】
予 備研究:回 収 率44.7%。 殆 どの精神 科医が精神病 の前駆状態 の診断 治療 に困難 を感 じ,特
異 的診断法,治 療 法 の開発を望んで いる。実際 の臨床 で は,前 駆状 態 に対 して精神病 と診断 して
い る場合 も多 く,発 症 した精神病の治療 に準 じた抗精 神病薬 中心 の薬物療法 が行 われて いること
が わか った。精神 病 の早 期発 見,早 期治療 につ いては賛 同が多か った が,慎 重 な意 見 もあ った。
研究1:ARMS群 の臨床的経過追跡研 究;イ ンテ イクの時点 で抗精神病 薬未服用 で あ るARMS
28症 例 に お いて,6ヶ 月 の経 過追 跡 中 に精 神 病 を発 症 した 症例 は3例(10.7%)で あ った。
CAARMS-Jの 信 頼性 妥 当性 の検討 で は,全 カテ ゴ リーで高 い級 内相 関係 数 が得 られ,ARMS
診断 の一致率 も ト分 に高 か った。CAARMS-Jに よ って診 断 され たARMS群 は,精 神病 発症 の
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危険が高い群 としての臨床特徴をもった一群 として発見 されていることが示 され,構 成概念的妥
当性が確認された。
CAARMS-Jは 症状の評価にあたり,代 表的な精神病症状の評価尺度であるPANSSと の項 目
間に有意に高い相関をもち,併 存的妥当性が示 された。私たちのARMS群 経過追跡研究での6
ヶ月精神病発症率は先行研究の結果とほぼ同様のもので,予 測的妥当性が示 された。
【結 論 】
本邦におけるARMS群 の専門臨床サービスは,臨 床家のニーズに適 ってお り,有 意義である
と考え られた。ARMS群 の経過追跡研究では海外の先行研究 と同様の結果が得 られ,本 邦でも
ARMS群 の専門臨床サー ビスが施行可能であると考え られた。CAARMS-Jは,本 邦の臨床の
中でARMS群 を発見するための評価尺度 として十分 な信頼性,妥 当性を もっていることが確認
された。
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審 査 結 果 の 要 旨
精神病 発症危 険At-RiskMentalState(ARMS)群 に対す る本 邦初 の専 門臨床 サ ー ビスの施
行を 目指 し,宮 城 県 の全精神科医を対象 と した早期精 神病 に関す るア ンケー ト調 査 を施行 し(予
備 研 究),そ の後,ARMS群 を診 断 す る評 価 尺 度ComprehensiveAssessmentofARMS
(CAARMS)の 日本語版(CAARMS-J)を 作成 し,そ れを もとにARMS群 の専 門外 来 「ここ
ろの リス ク外来 」 を東 北大学病院精神科 に開設 しARMS群 の臨床 的経過追 跡研 究 を施行 した。
【研究 方法】 予備研 究 では宮城県 内の全精神科医226人 を対象 に郵送 によ るア ンケ ー ト調 査を施
行。 内容 は精 神病 の診 断 精神病 の前 駆状態 の診 断 や治療,ARMS群 の概念 や 予防 に関す るも
のであ った。 つ ぎに,CAARMS-Jに よ りARMSと 診 断 され治療 に同意 した ものを対象 と して,
独 自の ガイ ドライ ンに沿 った治療介 入が行 われ,6ヶ 月経 過時点 で精 神病 発症率 な どが算 出 され
た。CAARMS.Jの 評 価者 間信頼性 の検討 で は,三 人 の評 価者 のCAARMS-J採 点 につ いて級
内相 関係数 が,ARMS診 断の一致度 につ いて κ値が計算 された。構 成概念 的妥 当性 につ いては,
CAARMS-Jに よ り分 け られた3つ の診断群間 で,PANSS陽 性症 状,陰 性症 状,一 般精 神病理
得点,Huberの 基底症 状得点 の差を統計的 に検討 した。併存的 妥当性 の検討 で は,CAARMS-J
と陽性 症状 ・陰性 症状 評価尺度(PANSS)項 目間 の得 点 の相 関が調 べ られ た。 予測 的妥 当性の
検討 で は,追 跡6ヶ 月 での精神病発症率,抗 精神 病薬処 方率な どが,海 外 の先行 研究結果 と比較
された。
【研 究結果 】 ア ンケ ー ト(回 収率;44.7%)で は,多 くの精神科 医が精神病 の前 駆状態 の診断,
治療 に困難 を感 じ,特 異的診断法,治 療法 の開発 を望 んで いた。 また,前 駆状 態 に対 して精神病
と診 断 してい る場 合 も多 く,発 症 した精神病 の治 療 に準 じた抗精神病 薬 中心 の薬物療法 が行われ
ていた。精 神病 の早 期発見,早 期治療 については賛 同が多か ったが,慎 重 な意 見 もあ った。
ARMS群 のイ ンテイ ク時点 で抗精神病薬未 服用 であ るARMS28症 例 にお いて,6ヶ 月追跡 中
に精神病 を発 症 した症 例 は3例(10.7%)だ った。CAARMS-Jの 信頼 性妥 当性 の検討 では,全
カテ ゴ リーで高 い級 内相 関係数 が得 られ,ARMS診 断 の一致率 も高 か った。CAARMS-Jに よ
るARMS群 は,精 神 病発症 の危 険が高 い群 と して の臨 床特徴 を もった一 群 と して発見 されてい
る こ とが 示 され,構 成 概 念 的妥 当性 が確 認 され た。CAARMS-Jは 症 状 の 評 価 にあ た り・
PANSSと の項 目間 に有意 に高 い相 関を もち,併 存 的妥 当性 が示 され た。6ヶ 月 精神病 発症率は
先行研 究の結 果 とほぼ 同様の もので,予 測 的妥 当性 が示 された。
【結論 】本 邦 にお けるARMS群 の専 門臨床 サー ビス は,臨 床 家の ニー ズに適 って お り有意義で
あ ると考 え られ た。ARMS群 の経過 追跡 研究 で は海外 の先 行研究 と同様 の結 果 が得 られ,本 邦
で もARMS群 の専 門臨床 サー ビスが施行可能 で あ ると考 え られ た。CAARMS-Jは,本 邦 の臨
床 の中でARMS群 を発 見す るための評 価尺度 と して十分 な信頼性,妥 当性 を もってい ることが
確認 され た。 よ って,本 論文 は博士(医 学)の 学位論文 と して合格 と認 める。
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